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竹島海岸竹島海岸竹島海岸竹島海岸のそうじのそうじのそうじのそうじ    
蒲郡東部小学校 ６年 渡 邊  光  

7 月、わたしはお母さんといっしょに、竹

島海岸のごみを拾うボランティア活動に参

加しました。海岸は想像していたよりも、と

てもきたなくて、本当にびっくりしました。

落ちていたごみはおかしのふくろや、ペット

ボトルなど、全部わたしたち人間が捨てたも

のでした。海岸だけでなく、海の上にもビニ

ールやおかしのふくろがういていました。ご

みを人間が捨てることで、人間以外の自然、

海に住む生き物まで苦しめているというこ

とにわたしは悲しくなりました。 

 そのとき、わたしも外で遊んで、家に持っ

て帰るのがめんどうくさくて、ガムの包み紙

や小さいふくろを捨てたことを思い出しま

した。「このくらいならいいか」というあま

い心が、自然をふくめたみんなを苦しめてい

たんだということを知り、自分がしたことを

とても反省しました。それからは、自分だけ

でなく、まわりのことも考えて行動すること

を心がけるようになりました。竹島海岸のそ

うじは、まわりに対するわたしの意識を変え

てくれるできごととなりました。 

 暑いなかでの竹島海岸のそうじ。はじめは、

めんどうくさいし、やりたくないなあと思っ

ていました。実際にやってみると、想像以上

にたいへんで、もっといやになりました。そ

れでも、お母さんや、お母さんの仕事仲間の

人と力を合わせながら、ごみを拾っては休み、

休んでは拾いをくり返し、がんばっていると

海岸はどんどんきれいになっていきました。

海岸がきれいになっていくと、なんだかわた

しの心もきれいになっていく気がして、だん

だんとうれしくなってきました。2 時間ほど

のそうじが終わると、「ごみを捨てないでく

ださい」「ごみは持ち帰ってください」など

の看板を立てたり、竹島に遊びに来ている人

にみんなで呼びかけたりしました。最初はい

やいや参加した竹島海

岸のそうじでしたが、

終わるころには、こう

いうボランティアをも

っと増やせばいいのに、

みんながこういう体験

をすれば、わたしのようにごみを捨てなくな

るのにと思うようになりました。 

 数日後、竹島海岸に行きました。どきどき

しながらわたしたちがそうじをした場所を

見てみると、きれいな海岸のままでした。そ

うじをしてよかったと、改めて思いました。

もし、わたしたちがそうじをしていなければ、

きたない海岸のままだったかもしれません。

ごみだらけの海岸を見て、過去のわたしのよ

光さんは、いつも笑顔で、だれに対しても優しく接することができます。６年生だけ

でなく下級生からも慕われています。後期は学級委員に選ばれました。みんなから信頼

されている証ですね。 
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うに、少しぐらいならいいかというあまい気

持ちでごみを捨てる人もいたかもしれませ

ん。あのときのわたしたちの努力はむだじゃ

なかったんだと思うと同時に、またやりたい

なあと思いました。今でもときどき、竹島の

海岸はきれいなままかなあと気になること

があります。 

 竹島海岸そうじのボランティア活動は、わ

たしにとって、とても価値のある体験となり

ました。これからも、積極的にこのようなボ

ランティア活動に参加していきたいと思い

ます。 

 

 

点字点字点字点字ブロックのブロックのブロックのブロックの大切大切大切大切ささささ    
蒲郡南部小学校 ６年 渡 辺 華 花 

みなさんは、点字ブロックを見たことがあ

りますか？ 

私たちがいつも何気なく見ている点字ブ

ロック。この点字ブロックが大切なものだと

いうことを、私は改めて知りました。 

私のお母さんは、視野がとてもせまく、人

ごみやなれない道を歩くのが苦手です。今ま

でお母さんは家にいることが多く、お父さん

や私、弟がお母さんを引っ張って歩くことが

多かったです。しかし最近、お母さんは新し

い仕事を始めました。新しい仕事場は名古屋

の方で電車を使って毎日通勤しています。今

までは私たちがお母さんを引っ張って歩い

ていたけれど、私たちの代わりにお母さんを

案内するのが点字ブロックになりました。 

通い始めたころ、お母さんは、 

「なれない道だし、暗くなるとさらに見えに

くくなるから怖い。」 

と言っていました。 

 ある日、お母さんが、 

「はならん、点字ブロックに慣れるために、

練習で一緒に郵便局まで来てくれん？」 

と言ってきました。私はゲームなどやりたく

て、「えーっ」と思ったけれど、お母さんの

お願いだったので、一緒に行くことにしまし

た。 

 お母さんは杖みたいな物を出しました。杖

は見たことがあったけれど、どういうものか

知らなかったので、お母さんに聞いてみまし

た。 

「ママ、その杖って何？」 

「ママを案内してくれる大切な杖だよ。」 

とお母さんは教えてくれました。 

 そんなお母さんを案内してくれる杖を、我

が家では、『魔法の杖』

と今では呼んでいます。 

 お母さんの練習につ

いていくと、お母さんは

点字ブロックをたどっ

て歩いていきました。点

字ブロックをたどり、目的地の郵便局へよう

やくたどりつくことができました。私が郵便

局まで歩いていくときには簡単に行くこと

ができるけど、お母さんが歩いている様子を

 華花さんは、明るく、笑顔が素敵です。運動会では応援団の副団長を務めるなど、何事に

も進んで挑戦するチャレンジ精神旺盛のがんばり屋です。後期からは、児童会執行部員とし

て、よりよい学校づくりを目指してがんばっています。 
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見ていると、杖を使いながら物がないか、人

がいないかなどを確認しながら歩くので、と

ても大変そうでした。 

 家に帰ってきて、私はお母さんが見ている

世界ってどんな感じなのだろうと思いまし

た。お母さんは視野がせまいので望遠鏡から

のぞいたみたいに正面しか見えないそうで

す。私もためしてみると、左右や足元が全然

見えなくて、とても不安になりました。人ご

みや暗いところは、もっと大変なのだろうと

思いました。だから点字ブロックの大切さが

よくわかりました。しかし、点字ブロックな

ど工夫されている場所はほんのひとにぎり

です。町が栄えているところや駅ぐらいしか

ありません。 

 お母さんの大変さを知り、私は困っている

人を見かけたら、すすんで助けていきたいと

思いました。そして、お母さんや他の障害の

ある人たちみんなが安心して笑顔で暮らせ

る町にしていきたいと思います。 

 

 

言葉言葉言葉言葉がががが通通通通じなくてもじなくてもじなくてもじなくても    
西浦中学校 ３年 山 口 香 奈 

 私は、去年の夏、蒲郡市ジュニア吹奏楽団

の国際交流音楽祭に参加しました。 

 本番前日の合同練習の時のことです。私の

隣に座ったのは、韓国の女子高生でした。私

は、韓国語がさっぱりわかりません。とにか

く何か話しかけようと、知っている英語で自

己紹介をしました。すると、その女の子は、

微笑んで同じように英語で自己紹介してく

れました。今までの緊張がとけて、壁がなく

なったように思いました。名前が聞き取れな

くて聞き返した時も、嫌な顔一つせず教えて

くれてとてもうれしかったです。その子の名

前は、スーヒョンといって練習の最後には、 

「ありがとう。」 

と、日本語でお礼を言ってくれました。 

 本番当日、それぞれの国の演奏が終わり、

ついに合同演奏の時間になりました。楽しか

った演奏時間はあっという間に過ぎていっ

てしまいました。この演奏を、音楽を通じて

国境を越え、やり遂げることができ、とても

大きな達成感を味わうことができました。そ

して、改めて音楽のすごさを実感することが

できました。 

 次の日、最後の演

奏になりました。ス

ーヒョンに演奏す

る位置を伝える時、

前日は少し緊張し

ていたけど、その時は、とてもリラックスし

て伝えることができました。最後に別れる時

は、とても寂しかったけれど、一緒に演奏す

ることができたこの三日間は、本当に大切な

思い出になりました。そして、私はこの三日

間でたくさんのことを学ぶことができまし

た。 

 まずは、音楽の偉大さです。音符は、世界

友達を大切にし、笑顔が素敵な香奈さんは、生徒会副会長として、楽しい行事を計画し、

生徒たちをまとめ、全校を大いに盛り上げることができました。吹奏楽部では、仲間ととも

に金賞を目指してがんばりました。 
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共通なので、いろいろな国の人と音楽を楽し

むことができます。また、楽しむことだけで

なく、たくさんの人にその音楽を聞いてもら

うことができます。音楽は、外国の人と交流

する時の第一歩として、とてもよいと思いま

す。 

  そして、言葉よりも相手を思いやる気持ち

が一番大切なことを学びました。私は、この

三日間、話す時には、片言の英語だったり、

ジェスチャーで伝えて会話したりしていま

した。しかし、お互いに理解しようと努力し

ていたので、笑顔で会話することができまし

た。また、スーヒョンとは、一年経った今で

も連絡を取り合っています。私は、韓国語で

文章を送り、スーヒョンは、日本語で返して

くれます。お互いに翻訳アプリを使っている

ので、多少文章がおかしくなっていることも

ありますが、ずっとスーヒョンが日本語で返

してきてくれていることがとてもうれしい

です。 私も以前までは、全ての国の言葉が

共通だったら会話もスムーズに進むのにと

思っていました。しかし、言葉が違えば相手

に伝えようと努力し、相手は、理解しようと

することで、どんどん絆を深めていくことが

できるのではないでしょうか。私は、この三

日間で学んだことを生かして、これから生活

していきたいです。 

 

脱脱脱脱！！！！サイレントマジョリティサイレントマジョリティサイレントマジョリティサイレントマジョリティ    
                         塩津中学校 ３年 鳥 居 七 帆 

「○○反対！」「△△はやめろ！」 

テレビのニュースから聞こえてくる、否定的

な意見。あなたはメディアからの情報を鵜呑

みにしていませんか？ 

 テレビや新聞などのメディアは見ていて

面白いもの・過激なものを取り上げます。例

えば 10 万人が参加したデモがあったとしま

す。「10万人も？」と思う人がいると思いま

す。私も昔はそう思っていました。しかし、

そのニュースを見た父の一言で、それは違う

のでは、と思い始めました。 

「たかが 10万人じゃないか。」 

日本人 1億 2500万人のうちの 10万人だろ

う、とも。そして私に、「サイレント・マジ

ョリティ」（物言わぬ多数派）という言葉も

教えてくれました。 

 この日か

ら、私のニ

ュースの見

方が変わり

ました。気

になるニュースがあると、まず、「テレビで

伝えられていることは、本当だろうか？」と

疑問を持ちます。そしてその出来事について、

父や母に聞いてみたり、自分で調べてみたり

します。その出来事がそもそもどんなものな

のか、私たちの生活にもたらす影響など。知

れば知るほど面白いと感じます。その後は、

 七帆さんは、学年の代表として、学年集会の企画・運営に大きく関わっています。司会も

上手で、いろいろな場面で考えて行動できる塩中の信頼されるリーダーです。体育大会では、

応援団の副団長として、演技内容を考えたり、後輩に教えたりするなど、仲間を大切にする

熱い心をもっています。 
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自分なりにその出来事について考え、そして、

まわりの人にも意見を聞いてみます。人の意

見を聞くことで、自分の意見が 180度変わる

こともあります。しかしそれも、自分で考え

た自分の意見になるといってよいのではな

いでしょうか。 

 以前、私は友達にも気になったニュースに

ついて「どう思う？」と聞いたことがありま

す。 

「興味ないし」 

「ニュース見ないし」 

なんだか少し不安になりました。選挙権が

18歳に引き下げられますが、海外と比べると

日本の学生は政治に関心がうすいそうです｡

メディアの言葉を鵜呑みにして、自分なりに

そのニュースのことを考えないまま、選挙に

臨んでしまう人が出て来るのではないでし

ょうか。それでは自分の意見とは言えないと

思います。自分で考えるから「意見」となる

のです。 

 何か物事や出来事を受けて、それについて

考えることはできているし、その考えを人に

示すこともできるのに、話題が政治や経済に

すりかわっただけで「そんな難しいこ

と･･････」と、考えるのをあきらめてしまっ

てはいないですか？「わからないから」とニ

ュースについて考えるのをやめないで下さ

い。わからないなら、知ろうとするアクショ

ンを起こしましょう。自分の意見がマジョリ

ティ（多数派）、マイノリティ（少数派）、ど

ちらになるかはわかりませんが、だんまりで

も、わめき立てるでもなく、言わなければな

らないときにしっかりと言う。そのために自

分の目や、耳で確かな情報を得る努力をする。

これこそ私たちが目指すべき「大人の姿」で

はないでしょうか。 

 

町町町町づくりとづくりとづくりとづくりと町町町町おこしおこしおこしおこし    
三谷中学校 ３年 竹 内 陶 真 

「町おこし」という言葉を最近テレビや新聞

でよく目にします。それに関連してふるさと

納税や地域のＰＲ動画が話題となっていま

す。一方で「町づくり」という言葉もありま

す。僕たちがいつも唱和する市民憲章にも

「みんなの力で町づくり」とあります。「町

おこし」と「町づくり」はどんな違いがある

のでしょうか。 

 このことについて、僕は自分の住んでいる、

蒲郡市のことで考えてみました。きっかけは

学校で行っている総合選択の授業でした。僕

の通う三谷中学校では、2 年生の総合的な学

習の時間で、「地域」をテーマに、興味があ

る講座を選択し、学習をしています。僕はそ

の中で「三谷祭り」について学ぶ講座を選び

ました。そこで三谷祭り保存委員会の方に話

を伺ったところ、「歴史ある祭りを続けてい

くことが難しくなってきている。その一つに

参加人数が少なくなってきていることがあ

る。」と今の問題点を教えてもらいました。

そこで保存会としては、三谷祭りの良さを

様々なメディアを通して宣伝し、他の地域の

 何事にも実直に前向きに取り組むことのできる陶真君は、水泳部のエースとして、学級の

リーダーとしてこれまで活躍してきました。休みの日には好きなアニメや小説に、時間を忘

れて没頭するなど少年らしい一面もあります。 
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人との交流を深める工夫をしているとのこ

とでした。祭りは、昔からの伝統を受け継い

で同じことを行っているように思っていま

したが、時代の流れとともに変化し、より人

と人とのつながりを求めていることに気づ

かされました。 

 また、僕は「うどんサミット」や「ごりや

く市」にもボランティアとして参加しました。

どちらも思っていた以上の人出があり、驚き

ました。なぜそんなに人が集まったのかとい

うと、その裏には宣伝や広告はもちろんのこ

と、ゆるキャラやイベントを考えて盛り上げ

るたくさんの人が関わっていることを知り

ました。僕は、お客を呼び込む仕事をさせて

もらいましたが、「○○はどうですか」とだ

け呼びかけていたところ、ボラ

ンティアのリーダーに「具体的

に商品の魅力を入れたほうが

わかりやすいよ。」と教えても

らいました。そこで商品の魅力

について自分なりに考え、言い

方を変えてみるとお客さんが

耳を傾けてくれ、並んでくれるようになりま

した。 

 この 2つの体験を通して僕が感じたことは、

どちらも自分たちの活動に誇りをもち、今ま

でよりよくしようと常に考えて行動してい

るということです。 

 そして、このことを「町づくり」と「町お

こし」に合わせて考えてみると、「町づくり」

とは自分たちの町を愛し、誇りをもつ人を増

やすこと。「町おこし」とはその町の誇りを

他の地域の人に広めることだと思いました。 

 三谷祭りでは、祭りの良さを広め、参加す

る人を広く募ること、ボランティア体験では

自分たちが提供する地域の特産品の魅力に

ついて考えることは「町づくり」につながる

と思います。また、自分たちが大切にする祭

りやイベントをさらに魅力的なものにしよ

うとし、他の地域の人にたくさん知ってもら

おうと努力することが「町おこし」ではない

かと考えました。「町づくり」や「町おこし」

は難しいことではありません。一人一人が自

分の待ちのことを好きになり、どうしたら今

よりも魅力のある町になるかを考え、その良

さをたくさんの人に広げていくこと。それが、

僕たち一人一人の「町づくり」や「町おこし」

なのだと思います。 

 

笑顔笑顔笑顔笑顔のリレーのリレーのリレーのリレー    
大塚中学校 ３年 堺  舞 柚 

 みなさん、「笑う門には福来たる」という

ことわざを知っていますか。「笑いの絶えな

い家庭には自然と幸せがやってくる」という

意味です。そして、私は、笑顔は周りを幸せ

にする魔法だと思っています。 

 私が保育園に通っていた頃、先生がピアノ

をよく弾いてくれました。先生が弾くピアノ

を聴いたり、合わせて歌ったりする時間を楽

しみにしていました。先生が笑顔で弾いてい

るのを見て、私も笑顔になり、友達もにこに

舞柚さんは、何事にも一生懸命に取り組み、仲間からの信頼が厚いです。体育大会では応

援合戦の団長を務め、80人の集団をまとめ上げました。また、後期生徒会副会長として、笑

顔が絶えない学校づくりを目指して日々頑張っています。 
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こしてきて、みんな笑顔になっていました。 

 しかし、中学生になると、笑顔ばかりでは

いられません。私は、怒ったり、疲れていた

りすることの方が多かったと思います。みな

さんもこんなことはありませんか。「テスト

の点数が悪い」「友達とけんかした」こんな

ときは、気持ちがぐちゃぐちゃして、誰かに

あたってしまいそうになったことがありま

せんか。 

「あの子、怒っているから近づかない方がい

いよ」と思われていたことでしょう。自分の

幸せが、逃げて行ってしまっていたことでし

ょう。 

中学 2年。大塚保育園で職場体験学習をす

る機会を得ました。保育園の門の外に毎朝保

育士さんがいて、笑顔で「おはようございま

す」と私に言ってくれます。その笑顔と挨拶

で「今日一日がんばろう」という気持ちが湧

き上がりました。職場体験学習で大塚保育園

に行って、笑顔が絶えないすてきな職場だな

と思いました。 

 職場体験の最終日、私は

園児たちの前で「妖怪ウォ

ッチ」のテーマ曲をピアノ

で演奏しました。笑顔を意

識して･･･。すると、その

曲を知っていた園児たち

が、にこにこうれしそうにして、歌ってくれ

たり、踊ってくれたりしました。周りの人を

笑顔にできる職業につきたいなと改めて思

いました。 

 中学 3年。私が、体育大会の応援合戦の練

習をしていたときのことです。応援団長だっ

た私は、自分がしっかりしなくてはと思えば

思うほど、応援の踊りを覚えられないことに

もどかしさを感じていました。「もう少し踊

りを簡単にしようか」と私が弱音を吐いてし

まいました。しかし、周りの仲間が誰もいや

な顔せず、丁寧に練習につきあってくれまし

た。たぶんいやな顔をされていたら、私は踊

りの練習を続けることができなかったと思

います。いつも笑顔で応援してくれたのです。

そして、私が踊れるようになったときは、仲

間が私以上に喜んでくれました。 

 私は笑うことが大好きです。そして、みん

なが笑っている姿も大好きです。私は、たく

さんの人が、世界中の人が、笑顔で包まれる

ような未来をつくっていきたいです。それに

は、まず自分が笑顔でいることが大切です。

そして、自分の周りに笑顔が広がり、その友

達の笑顔がまたたくさんの笑顔につながっ

ていけばいいと思います。私と同じ思いをも

つ人が一人でも多く増えたらいいなと願っ

ています。 

 

 

    

差別差別差別差別のないのないのないのない世界世界世界世界へへへへ    
                            形原中学校 ３年 大須賀 すみれ 

私は「障害者」という言葉が嫌いです。そ の一言で、障害がある方を差別しているよう

 すみれさんは何事にも努力できる生徒で仲間からの信頼が厚いです。吹奏楽部の部長とし

て活躍し、コンクール金賞獲得に大きく貢献しました。また、現在文化祭実行委員長として、

各部局をまとめ、文化祭の成功に向け努力しています。 
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に感じてしまうからです。 

私の母の知り合いには、障害のある方がい

ます。幼い頃からそんな母に、 

「障害は個性だよ。偏見をもってはいけない

んだよ」 

と言われていました。母は自身の体験から 

「自分がつらい思いをした人は、他の人の何

倍も優しいよ。」 

ということも教えてくれました。だから、私

は障害に対して悪い印象をもったことがあ

りませんでした。 

 私の家の近くには、授産所があります。そ

こで毎年行われる夏祭りに友達と行ったと

きのことです。友達と歩いていると、障害の

ある方とすれ違いました。その方は顔が少し

変形していました。変に意識することなく私

が通りすぎようとしたとき、友達が、 

「今の人やばくない。障害がある人とか無理

だよね。」 

と言いました。私は、 

「そういうこと言っちゃダメだよ。」 

と軽く受け流しましたが、家に帰ってもその

言葉が頭の中に残っていました。初めて障害

に対する偏見を目の当たりにした瞬間でし

た。 

 それから私は、いろいろなことを考えるよ

うになりました。どうして障害があるという

ことに偏見がもたれるのか。どうやったら、

すべての人が生きやすい世界になるのか。 

 その答えはわかりませんが、偏見のない世

界にするためには、「認め合う」ことが一番

大切なのではないかと思いました。 

 人は、他人の自分と違うところを認めるこ

とが苦手だと思います。自分はできるのに相

手ができないことがあると、 

「なんでできないの。」 

と非難する人が多くいます。障害に置き換え

ても同じことだと思います。自分と違うとこ

ろがあると、 

「気持ち悪い。」 

と遠ざかっていくことが、差別になるのだと

思います。もっと認め合うことができたら、

どんな人でも安心して生活できるようにな

ると思います。 

 また、自分と相手の立場を逆にして考える

ことも必要だと思います。「もし自分に障害

があったら」と本気で考えることができれば、

そのことを悪く言うことなんてできなくな

ると思います。考えることが人の気持ちを想

うことに繋がり、人を想うことが差別のない

平等な世の中をつくることに繋がります。 

 いろいろな人がいる世の中では、みんなが

支え合っていくことは難しいかもしれませ

ん。でも、もし支えあうことができたら、も

っと多くの笑顔が生まれて、幸せになること

ができます。そんな平和な世の中のために、

少しでも多くの人が自分以外のことを考え

る必要があります。私は、まず自分のそばに

いてくれる人の笑顔のためにできることを

考え、行動していきたいです。そして、その

想いが広がって、差別のない世の中に近づく

ことを願います。 
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私私私私にできることにできることにできることにできること    
中部中学校 ３年 内 田 愛 弓 

「平成 23年 3月 11日に起きた東日本大震災。

そのとききっと私にできることがあった

のではないだろうか。」 

 数年がたった今、14歳の私は考えています。 

 当時の私は 9歳。揺れなどは全く感じませ

んでした。でも、帰宅すると、そのとき日本

に起きていた恐怖を知りました。テレビの画

面には大きな波がたくさんの車、建物、人間

さえも飲み込み、どんどん迫ってきていまし

た。感情を持たない波に向かって、 

「やめて、お願いだからやめて。」 

当時の私にはそうやって願うことしかでき

ませんでした。何もできなくてただ画面をじ

っと見つめているだけでした。そんな中、救

助をしたり支援物資を送ったり、ラジオを始

めたり、たくさんの大人が動いていました。 

「大人だからできるのか。大人になったら私

もやるんだ。私は子供だから何もできな

い。」 

当時の私はそう考えていました。 

 でも、14歳になった今、そうとは思いませ

ん。子供でもできることが何かあるはず、そ

う思うようになりました。 

「東日本大震災に限らず、何か人のためにで

きることはあるだろうか。」 

そう考えているときに、父のことが頭に浮か

びました。私の父は消防士です。人のために

火を消したり、救助したりします。私は自分

を犠牲にするのはとても怖いです。もし私が

助けに行って、私の力不足で助けられなかっ

たら･･･そう考えると、人のために行動なん

てできないと自信がなくなります。 

 でも、人のためにできることは命を助ける

ことだけではありません。私の姉は今年の夏

東北へボランティアに行きました。ボランテ

ィアと言っても物資を届けたり、掃除したり

することではありません。被災地へ行ってい

ろんな人と会話し、津波についての話を聞い

たそうです。 

「物資を届けてくれたり、掃除をしてくれた

りしたことはとても嬉しかった。でも、今

の願いは被災地に来

て話を聞いてほしい。

そして、津波の恐怖を

伝えていってほし

い。」 

姉が出会った人達はそ

う言っていたそうです。 

「これなら私にもできる」そう思いました。 

 私は将来、何か人の役に立つことをしてい

きたいです。みんながいつも笑顔でいられる

ために、私ができることを、小さなことから

でも行動していきたいです。そして、東日本

大震災のときに行動していた大人のように

なりたいです。 

 私一人の力は小さなものです。でも、たと

え小さな力でも人を助け、勇気づけ、笑顔に

する力をもっていると思います。誰か一人が

 愛弓さんは、バレーボール部のエースとして、自分自身の技術向上はもちろん、仲間への

アドバイスも積極的に行い、チーム全体が伸びていけるように努力していました。学級では、

副級長として、全体をよく見渡し、広い視野で物事を考え、陰日向なく行動し、クラスをま

とめてくれました。 
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行動すればそこからその行動が広がり、すべ

ての人が笑顔でいられる社会ができると思

います。その「誰か」は他の誰かではありま

せん。「私」です。小さなことでもいい。今

の私にできることから始めたい。とにかく周

りにいる人を笑顔にするために行動するこ

と。それが今の私にできることだと思います。 

 

    

たったたったたったたった一言一言一言一言がががが言言言言えなくてえなくてえなくてえなくて    
蒲郡中学校 ３年 荒 島 彩 乃 

「うちの親、まじでうざい。」 

 友だちと話していると、よく聞く言葉。私

は笑顔で「そうなんだ」と返します。でも、

心の中では「なんでそんなことを言うの。そ

れはあなたのことを思って言ったことなの

に。お母さんがいなくなった生活を考えたこ

とがあるのかな」と、ぎゅっと締めつけられ

たような気持ちになります。 

 2013年。私は母を亡くしました。暑い夏の

日に「今日は調子がいいから」と言って母は

洗濯物を干していました。増えていく「疲れ

た」の言葉、辛そうな表情。母が体調を悪く

していったのはそのときからでした。 

 あのとき、「私も手伝うよ」と言えていた

ら。そのときだけではありません。ご飯を作

っているとき、掃除をしているとき、お皿を

洗っているとき、私は「手伝うよ」の一言が

どうにも照れくさくって言えませんでした。 

「あれがほしい。これ買って」私はわがまま

でした。たくさんのわがままを言って、母を

困らせてしまっていました。そんなこと、我

慢していれば母はもっと元気でいられたか

もしれません。 

「部屋を片付けなさい。」「こんなことしたら

駄目でしょ。」母に叱られ拗ねる私。母から

の言葉に対して適当な言葉を返す私。酷いと

きには母を無視した私。素直になっていれば。

もっとたくさん話していれば。今、数え切れ

ないほどの後悔があります。 

 そんなたくさんの後悔の中でも、いちばん

後悔していることがあります。それは「あり

がとう」が言えなかったことです。 

 母との大切な思い出。母が亡くなる前に、

私とは母ディズニーランドへ二人で旅行に

行きました。「あーちゃん、どこへ行きたい」

と聞いてきた母に、私は「旅行に行けるんだ」

「いつもは家族揃ってだけど、お母さんと二

人で旅行なんて珍しいな」なんて考えていま

した。いつもは姉兄妹三人で母を取り合う私

たち。母と二人きりでいける、しかも泊まり

で行くディズニー旅行に私は胸を弾ませて

いました。 

 いつもは母がカメラマンで取っていた私

たち家族の写真。でもこの旅行では、キャス

トさんや周りのお客さんに頼んで母と二人

の写真をたくさん撮りました。私が大好きな

乗り物にも繰り返しいっしょに乗って。私に

とって夢のような 2 日間でした。 

 彩乃さんは、人の想いを大切にし、一人一人の思いを聞き、考えを引き出したり、まとめ

たりする優しさがあります。生徒会長として、よりよい学校にすることを目指してがんばっ

ています。心温かな学校になるように、自ら仲間のよさを見つけ、認め合うことのすばらし

さを広げました。 
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 今思うと、自分が生きられるのはもう長く

ないと覚悟した母が、私たち姉兄妹一人一人

との時間を作って、思い出

を残してくれたのだと思

います。でもあのとき、私

はただ楽しんでばかりで、

心からの「ありがとう」が

言えませんでした。 

 母を亡くしてから4年が

経ち、父の携帯を借りていじっていた私は、

ふと気になって、父と母のメールのやりとり

を見てしまいました。そこには「同じ病室の

人のいびきがうるさくって耳栓が欲しいよ」

とか「ご飯がうなぎだった。珍しい。」など

写真付きの病院生活の様子から、「検査の結

果が良かったから早く退院できそう」「今日

は体調が悪い」といった病気と闘っている母

の姿がありました。 

 しかし、そんな母の闘病の様子以上に「あ

ーちゃんの夏休みの宿題は大丈夫そう」など、

会話のほとんどが私や兄、姉についての話題

に溢れていました。 

 母を亡くしてから気付きます。病気で辛い

のに、自分より私のことを考え、私のために

たくさんのことをしてくれていたこと。私に

深い愛情を注いでくれていたこと。そんなこ

とも分からず「ありがとう」のたった五文字

も言えませんでした。 

「うちの親、まじでうざい」 

 私も、家族に対して内心「うるさいな」「放

っておいてよ」と思うことがあります。でも

そんなとき、心のどこかで気持ちにブレーキ

をかけます。うざいと感じた相手の言葉の裏

には、自分に見えていない相手の思いがある

かもしれません。だから私は、そのときの感

情だけに流されず、言葉や行動の後ろ側にあ

る思いや考えを感じ取り、受け止められるよ

うにしたいのです。 

 今ある日常は決して「あたりまえ」ではあ

りません。だんだんと変わり、いつかはきっ

となくなっていきます。ありふれた日常の中

にある、身近な人の思いに対して丁寧に向き

合い、感謝の気持ちを伝えていきたいです。 

 

※※※※    11111111 月月月月 12121212 日に実施された少年の主張全国大会に出場し、審査委員会審査委員長賞を日に実施された少年の主張全国大会に出場し、審査委員会審査委員長賞を日に実施された少年の主張全国大会に出場し、審査委員会審査委員長賞を日に実施された少年の主張全国大会に出場し、審査委員会審査委員長賞を受賞受賞受賞受賞しました。しました。しました。しました。    

 

「「「「一一一一」」」」のののの持持持持つつつつ力力力力 
                      蒲郡東高等学校 ２年 立 石 芽 生 

 今からみなさんに質問をします。想像して

ください。もし、この場で誰かが倒れたとし

たら、あなたは何番目に助けに行きますか。

1 番に駆けつけると断言できるでしょうか。

私自身は、5 番目くらいに動き始めるのでは

ないかと思います。一番に、最初に、一歩を

踏み出すには、勇気と意思が必要です。私は、

そんなに強い人間ではありません。人の目や

その後のことを気にしてしまいます。でも、

少しずつですが、私はその強い人間になろう

と思っています。 

 今まで、あと一歩を踏み出していれば、と

 立石さんは、朗らかで優しい性格で、いつも周りを笑顔にしてくれます。親しみやすさと

正義感の強さを持ち合わせており、クラスメイトや弓道部の仲間からも頼りにされる存在で

す。 
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思う出来事に何度か出会いました。その中の

一つに、電車内のことがあります。座ってい

る私の斜め前に、ご年配の女性が立っていま

した。席を譲ろうかと思いましたが、もし「そ

んなことしてくれなくてもいい、そんな年に

見えるのか」と怒られてしまったらと考える

と、行動できませんでした。その後、別の女

性が彼女に席を譲っていました。結果として

私は、見て見ぬふりをしてしまったのです。

「見て見ぬふり」。自分は傍観者となり、決

して当事者にはならない。自分の目で見てい

るにも関わらず行動しないため、結局何も変

えられない。いじめや虐待といった様々な社

会問題も、この見て見ぬふりが大きく関係し

ていると思います。私がやらなければという

意志や責任感よりも、自分が動くことで何か

マイナスのことが起きてしまったらという

不安や、誰かが何と

かしてくれるだろう

という他人任せの気

持ちが大きくなって

しまうのです。だか

ら、何もしない。何

もしない方が楽ですし、自分は傷つきません。

でもこれでは、自分を守るために人を犠牲に

しているのと同じです。もしこの場で誰かが

倒れても、5 番目に助けに行く私は、誰かが

最初に手を差し出すまで見て見ぬふりをし

ているのと同じだったのです。だからこれか

らは、1 番に一歩を踏み出す勇気を持ちたい

と思います。 

 たった一人が行動しても大した意味はな

いと感じることもあるかもしれません。世界

的な観光地である京都市では、街中でのゴミ

の置き去りが問題となっています。廃棄禁止

の場所になぜ捨てるのかとのインタビュー

では、「すでにゴミが置いてあったから自分

も捨ててよいと思った」と回答する人ばかり

でした。確かに、一人の人間ができることは

限られています。では、自分一人だけが小さ

なゴミを捨てても大したことはないのでし

ょうか。一人、また一人と積み重ねていくこ

とで、ゴミの山ができる。自分だけならよい

だろうという考えが、こうして大きな問題へ

と発展していきます。 

 見て見ぬふりをするのも、自分だけなら大

して関係がないと考えるのも、「一」という

数字の持つ力を正しく認識していないこと

が原因です。一人の力は、その個人が考えて

いるよりもずっと大きいのです。ここで私一

人が主張しても変わらないということは、絶

対にないと思います。小さな一歩を踏み出す

勇気を一人ひとりが持てば、世界は変わると

確信しています。 

    

ボランティアをボランティアをボランティアをボランティアを身近身近身近身近にするにはにするにはにするにはにするには    
蒲郡高等学校 3年 加 藤 珠 羅 

 ボランティアと聞いて何を想像します

か？小学校や中学校の経験からは、ゴミ拾い

やトイレ掃除が想像されました。しかし、高

校に入学してからボランティア部に所属し、

 珠羅さんは、ボランティア部部長として様々な活動で部をまとめました。昨年は「高校生

手話コンクール」で全国 3 位に入賞し、今年の「明るい社会づくり実践体験文」では県知事

賞を受賞するなど活躍しています。 
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そのイメージはがらりと変わりました。ボラ

ンティアは楽しいものだと思うようになり

ました。 

私の所属しているボランティア部では、掃

除などはあまり行いません。ではどのような

活動をしているかというと、例えば「蒲郡子

ども体験活動」という行事に参加し、小学生

とキャンプに行きます。そこでは小学生を指

導する立場になり、周囲をよく見て行動する

ことが求められます。また、炊飯のときには

小学生と協力して火をおこしたり材料を切

ったりします。そこでは達成感を得られるだ

けでなく、人間関係を築くことができます。

そのほかにもキャンプファイヤーをしたり

テントで泊まったりすることで仲間と楽し

く過ごす時間もあるので、大変なことばかり

ではありません。

また、キャンプ

を運営している

青年ボランティ

アの方々と関わることで、自分たちだけでは

気がつかないことを教えてもらえたり、今後

につながる話を聞くことができたりと、とて

も勉強になります。 

キャンプの活動だけでなく、着ぐるみを着

て街頭で活動したり、お祭りの手伝いをした

りします。このような活動を通して社会と関

わることで、社会貢献をやりがいのあるもの

に感じることができます。 

ではなぜボランティアは身近にならない

のでしょうか。私はつまらないと思ったり、

休みたいと思ったりする人が多いのだと考

えています。つまらないと考えているのは、

学校などで行われたものやイメージから定

着してしまったものだと思います。しかし、

ボランティアとは奉仕活動なので自分がや

りたいと思ったものを選ぶべきだと考えて

います。そうすることでつまらないと感じる

人や積極的になれない人を減らしていける

と思います。 

また、最近ではボランティア活動への参加

者の平均年齢が高齢化しています。若い人が

ボランティア活動をしているのをあまり見

かけないため、参加しづらいと考える人もい

ると思います。それを改善するためには、参

加経験のある人が友人や近所の方を誘って

広めていければいいと思います。 

ボランティアをすることで地域の人や社

会と関わることができ、自分も成長できます。

それはとても幸せなことです。これから社会

に出る人も社会で働いている人も、協力し合

うことでよりよい社会にできたら素晴らし

いと思います。私は自分の経験を活かし、少

しでも多くの人にボランティアのよさを伝

えていきたいです。 

 

    

壁壁壁壁    
三谷水産高等学校 ３年 蔵 満 恵美里 

私は、外国の人がどのようにすれば日本で

生活しやすくなるのかと疑問に感じた。 

なぜなら、私が中学生のときに通っていた

学校には、他校と比較すると、親が外国人の

蔵満さんは、明るい性格でたくさんの友人がいます。部活動は増殖部に所属し、錦鯉や金

魚などの飼育を担当しています。課題研究では調理班で料理の腕を磨いています。 
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方が多く、同級生には外国の友人も多くいた。

その友人の中には、日本語をあまり理解して

いない友人もいた。国語や社会などの授業の

ときは私たちとは別に、日本語教室へ行き授

業を受けていた。 

 学業の面から考えると、言葉を覚えること

はできたとしても、日本語の意味や使い方と

いったところまでは、中々理解するまでには

時間がかかるはずだ。 

 また、生活の面においては、日本人とは言

語や文化等の違いもあり、積極的にコミュニ

ケーションを取らずに、距離を置いてしまう

人が多いと思う。 

 実際に、私は英語が苦手なため、もし外国

の人に道を聞かれたらどうしよう、何て答え

たら良いのだろうと困る可能性があるから

と思い、自然と目をそらせたり、距離を置い

てしまっていることがある。 

 例えば、日本語には敬語、丁寧語、同音異

義語、カタカナといった特徴的なものがある

が、私たち日本人でも悩むように、外国の人

も同様で言語を理解するだけでも、とても大

変である。学業の面と生活の面を見ても言葉

や文化の壁があると感じた。言葉や文化の壁

を完全に無くすのは、無理かもしれない。だ

が、そのために努力することはいくらでもで

きる。 

 実際に、中学校のクラスメイトに日本語を

ほぼ話せない友人がいた。最初は、何て話し

かければ良いのかすら分からなかった。しか

し、私は不安よりも仲良くなりたいという気

持ちの方が強く、勇気を振り絞って話しかけ

た。すると、友人は笑顔で頭を軽く下げてく

れた。私はとても嬉しくて自然と笑顔になっ

た。だが、友人には日本語が通じない。私は

自分の気持ちを言葉で表すことができない

ことに苛立ちを感じるとともに、少し悲しか

った。しかし、私は言葉が通じないから諦め

るのではなく、表情や

ジェスチャー、絵を描

くことで自分の気持

ちを伝えることにし

た。すると、自分の想

像以上に会話をすることができた。会話をし

ていくうちに勉強を教えることもできるよ

うになり、お互いの国の文化も分かるように

なった。私も友人も、相手が伝えようとして

くれていることを一生懸命理解し、互いに伝

えたいことを何かに表すことで、コミュニケ

ーションも取れ、言葉や文化の壁を乗り越え

ることができた。お互いを認め合うことで、

思いやりも生まれ、積極的にコミュニケーシ

ョンを取ることで、次第に打ち解け、言葉や

文化の壁は大いに減るだろう。その壁が無く

なることによって、外国の人がより日本で生

活しやすくなると思う。 

 たとえ、生まれた国が違っても、言語や文

化が違って、言葉が通じなかったとしても、

お互いに認め打ち解け合い、思いやる心を持

ち尊重し合い、積極的にコミュニケーション

を取ることができれば、外国の人だけでなく、

きっと誰もが生活しやすくなるだろう。 

 

 

    

    

    


